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骨格筋

筋ジストロフィーやパーキンソン病など関わり

超高齢化社会におけるQOL向上に密接に関係

臓器・生体チップ

細胞は，三次元組織として培養することで

生体内と近い応答を示す

臓器・生体チップは，動物実験に代わる

倫理的／経済的な創薬スクリーニング試験法として期待

研究背景
骨格筋評価用の臓器チップ開発



細胞の自己凝集化誘導技術
Cell Aggregation inducible Technology：CAT

岡山理科大学・岩井良輔先生のご研究



研究目的

スキャホールドフリーな骨格筋様組織が自発的に形成し

その収縮力も計測できる簡便な培養手法を検討する



リングの収縮力の測定について
片持ち梁のたわみ計測から算出
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実験結果
リングの収縮の変化

播種細胞数
5.0 × 106 cells

培養面直径：35mm

培地
1dayまで：D-MEM（High Glucose）＋10% FBS, ＋1% PS
1day以降：D-MEM（High Glucose）＋2% HS, ＋1% PS



骨格筋様組織への電気刺激
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